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室 長 棚林 清 

 

概 要 

平成 28 年度より河合康洋主任研究官が、バイオセー

フティ管理室に勤務することとなった。バイオセーフテ

ィ管理室は、感染研全体の病原体等の安全な取り扱いに

関する管理業務 (BSL2 実験室安全キャビネット定期点

検プログラム等の立案と実施、病原体等の取扱い者の健

康管理や血清保存等) 、また病原体等の取扱届・申請や

受入・分与等に関わる業務、および戸山・村山庁舎およ

びハンセン病研究センターに設置の封じ込め実験室

（BSL3）および BSL4 実験室を含む高度封じ込め施設

等の管理・運営を担っている。病原体等の安全管理に関

わるバイオセーフティ・バイオセキュリティについての

研究および教育・訓練･研修並びに情報収集・提供を行っ

ている。 

病原体等取扱者への教育訓練として、新規に取扱う者

に対しては年間スケジュールに従い 2 ヶ月毎にバイオリ

スク管理講習会と臨時の講習会も実施した。講義に加え

てグローブ・マスク等の個人防護具の着脱方法や手洗い

方法についてのデモンストレーションと実技を実施した。

また、感染症法における特定二種病原体等取扱者および

家畜伝染病予防法に基づく家畜伝染病病原体取扱者を対

象とした病原体管理に関する講習会を実施した。新規の

BSL3 実験室利用者への利用者講習を随時実施した。 

戸山庁舎、村山庁舎高度封じ込め施設、3 号棟、6 号

棟、9 号棟およびハンセン病研究センターの BSL3 や

ABSL3 実験室及び BSL4 実験室の日常の維持管理およ

び施設整備の年次総合点検を実施した。BSL4 実験室を

備える村山庁舎高度封じ込め施設については、エボラ出

血熱などの一類感染症などの病原体等の確実な検査実施

のために特定一種病原体等所持施設として指定されてい

る。 

バイオセーフティに関する研究業務としては、エビデ

ンスに基づくバイオリスク管理の強化や国際標準化また、

ヒヤリハット事例のデータベース構築に関する研究、バ

イオハザード対策用の防護服関する研究、病原体等の一

括管理システムの研究、ウイルスを用いた薬剤不活性化

効果に関する研究、抗酸菌に関する研究等を行った。 

厚労省主催の病原体の包装・輸送の研修会や特定病原

体等の輸送研修会などにおいて講義、実習を行い継続し

て協力し、病原体輸送の安全確保のための普及を図って

いる。また、感染研へ送付される研究材料についても同

等の対応をすることとしており、送付元の機関の包装責

任者の確認をおこなった。さらに、所内においてもバイ

オリスク管理講習会や各種研修会において病原体等の梱

包・輸送について説明をおこない徹底をはかった。 

また、日本バイオセーフティ学会との他の学会等に参

加し、研究成果を発表するとともにバイオリスク管理に

ついての最新情報の収集を行った。 

戸山庁舎、ハンセン病研究センターで開催されている

安全連絡協議会に加え村山庁舎では、高度封じ込め施設

を含めた施設運営等のために設立された村山庁舎施設運

営連絡協議会が継続して開催された。村山庁舎において

は視察や見学が行われ説明案内をおこなった。また、戸

山・村山庁舎で開催された一般公開においてバイオセー

フティに関わる企画に参加した。 

 

業 績 
調査・研究  
I. バイオリスク管理に関する研究 

1. エビデンスに基づくバイオリスク管理と国際標準化

及び事故・ヒヤリハット事例の共有データベース構築 

厚生労働科学研究（新型インフルエンザ等新興・再興

感染症研究事業の研究）で、病原体輸送容器の滅菌操作

による劣化の実証実験やヒヤリハット事例を活用した研

修、国際的バイオリスク管理の標準化の検討、標準的実

習室のデザインさらには結核検査におけるバイオリスク

管理の現状調査やポリオ制圧に伴う病原体管理等での国

内外のヒヤリハト事例の収集やこれの情報を共有データ

ベースの搭載内容検討を行った。また、ポリオウイルス

取扱い施設の基準に関わる情報収集検討を行った。 

［伊木繁雄、棚林清、御手洗聡 (結核研)、藤本秀士(九

州大学大学院)、重松美加 (感染症疫学セ)、安藤秀二(ウ

イルス 1)、清水博之 (ウイルス 2) ］ 

2．病原体輸送時のヒヤリハット調査 

病原体輸送時には、病原体輸送容器の適正使用及び適

切な標示が求められる。特にわが国では、特定病原体等
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の輸送に際しては国連規格容器の使用が感染症法により

義務付けられている。本調査では、ヒヤリハット事例の

発生について確認し、教育訓練等を通じた問題点の改善

と事故防止に繋げるため、全国の検疫所及び地方自治体

の関係職員を対象とした病原体輸送講習会への参加者を

対象に、病原体輸送時のヒヤリハット事例についてアン

ケートを実施した。 

［伊木繁雄、棚林清］ 

3．国立感染症研究所におけるバイオリスク管理講習の

評価 

新規入所者対象に 2 カ月ごとに行われるバイオリスク

管理講習会の評価書を作成し、受講者に対し単元別に講

習会内容の評価を求めた。その結果をグラフ化して各講

師に配布し、今後の講義の仕方についての検討材料とし

た。 

［伊木繁雄、棚林 清、高木弘隆、原田俊彦、河合康洋、

山崎利雄、篠原克明］ 

4．バイオハザード対策専用防護服の防護性能に関する

調査・研究 

バイオハザード対策専用防護服の病原体などの防護性

能に関する試験方法や国際規格などについて、継続的に

国内外の情報収集（規格、文献、関連学会、施設訪問な

ど）を行い、その結果を ISO 規格の審査や JIS 規格の制

定に反映している。バイオハザード対策専用防護服の高

圧力負荷条件下での性能評価を行っている。高危険度病

原体などを用いる特殊環境下で使用するための防護服の

要求性能について検討を行っている。[篠原克明] 

5. バイオセキュリティに関する一括管理システムの検

討 

 病原体の登録、保管、輸送、廃棄における一括管理シ

ステムの性能検証並びにフィールド試験と実使用に関す

るアンケート調査など実施している。それらの結果を基

に、一括管理システムの改良を行っている。また、国内

外の関連情報の収集を行い、その都度システムの改良に

反映している。 

［篠原克明］ 

6. 病原体の不活性化方法等に関する研究 

(1) 食品媒介/介在性下痢症ウイルスに関する研究 

現在「食品分野におけるウイルス不活性化評価ガイド

ライン(仮称)」の策定に向けて、ヒトノロウイルス代替

ウイルスの選定手法及びウイルス選定を実施している。

その中でネコカリシウイルス(FCV)を用いた場合の過酸

化水素/50%エタノールによる hard surface 簡易処理を

検討したところ、標準株である F9 株では 0.5%過酸化水

素 5 分処理後のエタノール接触により速やかに感染価が

減衰したが、薬剤低感受性株である ym3 株では顕著な効

果は認められなかった(厚生労働科学研究費補助金)。 

［髙木弘隆］ 

(2) 臨床検体中の病原体不活化条件の検討 

感染症患者から採取した臨床検体は検査の前に病原体

を不活化する必要があるが、その後の検査に影響を及ぼ

さないような手段で行わなければならない。現在、ウイ

ルス感染症の血清の不活化には補体の非働化条件である

56C、30 分間の処理が慣例的に行われているが、実際の

ところその条件で不活化されているか確認したデータは

少ない。そこで特に取扱いを注意すべき BSL3 のウイル

スに関して、熱または UV による不活化条件の検討を始

めた。 

[原田俊彦、福士秀悦 (ウイルス 1)] 

  

II. その他の研究

1. Bartonella henselae を原因とする CSD に関する研究 

 B. henselae 感染発症患者からの特異遺伝子検出系に

ついて、プロトコール改訂(新規遺伝子抽出法と血球成分

の混入に対する PCR 系への影響回避)とその手法を用い

た実際の症例(2016 年 11 月)に対応した。2nd-PCR 発症

者血液から直接 B. henselae 特異遺伝子を検出し、原因

究明の一助となった。また同手法を用いてネコ爪からの

B. henselae 遺伝子検出月別調査を始めている(細菌第 2

部との共同研究)。 

［髙木弘隆,久保田眞由美、佐々木裕子（細菌 2 部）］ 

2. カニクイザルでのワクチン接種や結核菌感染実験系

の構築 

 カニクイザルへのワクチン接種、レントゲン撮影、採

血等の技術を習得し、ブースターワクチンの効果検証の

予備実験を行った。今回は、予備実験としてカニクイザ

ル 3 匹を用いた。そのうち 2 匹に BCGII 接種後 6 週間目

から 3 週間おきに 3 回ブースター免疫（MDP1+G9.1 各 20

μg）を行った後、結核菌の噴霧感染を行った。結核菌感

染３ヶ月後、X 線撮影および剖検を行い、肺と脾臓の肉

眼的観察、病理組織学的解析および還元培養による結核

菌の菌数測定を行った。その結果、肺 X 線像、結核菌数

等各指標において免疫群での改善が認められた。 

[山崎利雄、林大介、山本十糸子、山本三郎；前山順一（血

液・安全性研究部）、網康至（動物管理室）、向井徹（感

染制御部）、小松崎克彦（予防衛生協会）] 

3. マウスを用いた結核ブースターワクチン免疫条件の

検討 

 マウスでの免疫および感染条件を検討している。
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C57BL/6 マウスを用い、初回免疫として BCG-II を皮内投

与し、6 週後から 3 週間おきに 3 回経鼻または皮下投与

でブースターを行い、その 3 週後噴霧感染を行った。し

かしながら、DTH での結果と乖離が有り、ブースター効

果が認められなかった。また同様な条件で、DBA/2、

C3H/HeJ マウスを用いて、免疫・噴霧感染を行ったが、

ブースター効果が認められなかった。BCG の投与量によ

って、C57BL/6 および DBA/2 マウスにおいて、無処置群、

BCG 投与群の間に有意差が認められたので、今後これら

のマウスを用いて免疫条件の検討を行うこととなった。 

[山崎利雄、林大介、山本十糸子、山本三郎；前山順一（血

液・安全性研究部）、網康至（動物管理室）] 

 

国際協力関係業務 
1. フィリッピン国におけるバイオハザード対策施設に

設置に関する調査 

JICA 国際技術協力の一環として、フィリピン国 国

立熱帯医学研究所における BSL-3 検査室整備（エボラ対

策）計画における当該検査室の基本構成案などを継続検

討している。 

[篠原克明]  

2. コンゴ民主共和国「国立生物医学研究所拡充計画」

プロジェクト 

JICA国際技術協力の一環として、コンゴ民主共和国（コ

ンゴ民国）における実験室診断能力強化プロジェクトに

短期専門家として参加し、コンゴ民国の国立生物医学研

究所の現状調査と新設する実験室の基本設計と運転計画、

メンテナンス計画などについて検討を継続している。 

[篠原克明]  

 

研修業務   
Ｉ．バイオリスク管理講習会 

1. 新規者・継続者を対象としたバイオリスク管理講習会 

新規者を対象として 2 ヶ月に一度と臨時の講習会の計

7 回実施し 117 名の受講者があった(表 1)。バイオリスク

管理委員長（森川茂獣医科学部長）から、バイオリスク

管理の考え方について講演した。管理室長は安全管理規

程等の規則について、管理室研究官がバイオセーフティ

の実践についての講義を行った(表 2)。また、個人防護具

（PPE）の脱着の仕方および手洗い方法についてデモン

ストレーションと実習を実施した。また、外国人を対象

としたバイオリスク管理講習会は随時行い、6 回開催し

11 名の受講者があった(表 3)。なお、継続して病原体等

の取り扱いを行う者を対象の講習は 2 年毎に実施してお

り、次回は 29 年度の開催を予定している。 

表 1 平成 28 年度新規取扱者対象講習会受講者数 

 

表 2 バイオリスク管理講習会内容、講師 

講演内容 講師

基本的なバイオリスクの考え

方 
森川茂 (獣医科学

部) 

病原体安全管理規程及び規則

等、実験室安全管理の実際 
棚林清 

組換え DNA 実験のすすめ方の

基本 
俣野哲朗(エイズ研

究センター) 

リスク評価 篠原克明 

バイオセーフティの実践 
(病原体等安全取扱の基本) 

山崎利雄 

PPE 
(デモンストレーション) 他 

伊木、原田、山崎

バイオセーフティの実践 
(安全キャビネットの使い方) 

伊木繁雄 

バイオセーフティの実践 
(病原体等の輸送について) 

原田俊彦 

バイオセーフティの実践 
(消毒・不活性化の実践) 

高木弘隆 

 

表 3 平成 28 年度 外国人対象講習会受講者数 

実施日 受講者数 

4 月 27 日 1 

6 月 22 日 2 

8 月 5 日 1 

10 月 11 日 3 

12 月 28 日 1 

1 月 23 日 3 

計 11 

2. 二種病原体等取扱者講習会 

二種病原体等取扱者を対象として特定病原体等の取扱

いに関する規則や病原の特徴、運搬方法および立入検査

の内容について講習会を実施した（5 月 19 日、6 月 15、

実施月日 新規受講者数 

4 月 6 日 39 

6 月 7 日 16 

8 月 5 日 10 

9 月 26 日 5 

10 月 25 日 22 

12 月 8 日 6 

2 月 7 日 19 

計  117 
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１７日）。［棚林 清］ 

3. 特別管理区域講習会 

 戸山庁舎（6 月 12 日）、村山庁舎（10 月 14 日）およ

びハンセン病研究センター（10 月 11 日）の保守・警備

担当者を対象にして講習会を実施した。 

［棚林清］ 

4. 家畜伝染病病原体取扱者講習会 

家畜伝染病病原体取扱者を対象に家畜伝染病予防法及

び病原体の所持規制等に関する講習会を 1 月 12 日およ

び 20 日に戸山・村山庁舎にて実施した。 

［棚林 清］ 

 

II. 各種研修講義・実習 

 感染研が受け入れている研修生等に対し、バイオリス

ク管理について講義・実習を行った。 

1. ポリオ国際研修（JICA Training Course） 

バイオリスク管理についての概論の講義及び実験室バ

イオリスク管理に関するケーススタディ、生物学用安全

キャビネットの正しい使用方法及び病原体輸送について

の実習指導を行った。 

［伊木繁雄、棚林 清、清水博之(ウイルス 2)］ 

2． エイズ国際研修（JICA Training Course：Laboratory 

Techniques for Diagnosis and Monitoring of HIV 

Infection） 

アジア・アフリカなどからの研修生に対し、バイオセ

ーフティ・バイオセキュリティについての基本の講義及

び生物学用安全キャビネットの適正な使用方法について

の実習指導を行った。 

［伊木繁雄、村上務(エイズ)、棚林 清］ 

3. HIV/エイズ予防および対策 ~MDG6 達成に向けて~ 

(Prevention and Control of HIV/AIDS for Final Step toward 

MDG6) 

 JICA 九州国際センター主催の研修プログラムの一環

としての感染研での研修の一部 (Principle of Biosafety) 

を担当した。6 か国 8 名の研修生に対し、リスク評価や

封じ込め施設の説明等の基本的なバイオセーフティの講

義を行った。また研修生が行政職ということもあり、封

じ込め施設は建設だけでなく維持管理が重要であること

を強調した。 

[原田俊彦、内藤万佐子 (国際協力)] 

4.  感染症診断技術研修、その他の研修 

 都道府県地方衛生研究所職員などが参加する研修にお

いて、バイオセーフティ・バイオセキュリティについて

の講義と安全キャビネットの使い方及び病原体輸送に関

する実技指導を行った。その他、感染研で実施される短

期の研修においてバイオリスク管理についての講習を行

った。［伊木繁雄、棚林 清］ 

 

III. 所外機関等の研修 

1. 感染症発生動向調査においてゆうパックにより検体を送

付するための都道府県衛生所管部を対象とした研修会（厚

生労働省主催）において、病原体等の輸送時の梱包や表示

等についての実技指導を行った（計 4 回）。 

［伊木繁雄、原田俊彦、河合康洋、棚林清］ 

2. 特定病原体等の運搬に関する講習会 

（厚生労働省主催） 

病原体等の輸送時の梱包についての講義および緊急時

対応の実習指導を行った。 

［伊木繁雄、棚林 清］ 

3．大阪市立大学バイオセーフティ委員会に出席し、病

原体等安全管理要綱、病原体等安全管理区域運営規則、

その他管理要領の内容及びバイオリスク管理技術に関す

る助言を行った。 

［伊木繁雄］ 

 

安全管理、教育および情報提供等に関する業務 
I. BSL3、4 実験室の管理・運営および利用状況 

戸山、村山庁舎、およびハンセン病研究センターに設

置されている BSL3、４実験室の管理・運営を、各室員

及び非常勤職員で担当した。各庁舎実験室の日常の管

理・運営、実験室関連設備の点検、施設管理技術者との

作業調整と監督、施設の定期総合点検の計画立案と実施

および実験室利用者に対する講習等の教育指導、避難訓

練等を行った。また、施設技術者警備担当者に対する講

習並びに施設入室者に対する講習指導を行った。また、

所全体の BSL2 実験室設置安全キャビネットの点検の調

整確認を行った。 

 

II. バイオセーフティ教育と情報提供 

バイオセーフティ教育の一環として、行政機関、大学、

JICA 研修生、その他でバイオセーフティに関わる業務

関係者等を対象とした講義を行った。 

希少感染症診断技術研修会において、病原体輸送に関

する講義を行った。新規採用者研修会、地方衛生研究所

職員研修等で、バイオセーフティ関係の講義を行なった。 

外部機関から病原体等安全管理規程等の問い合わせ、

分与依頼、病原体のバイオセーフティレベル分類や実験

施設・設備、BSL2,BSL3 の管理運営法、病原体の消毒

方法およびバイオリスク管理等についての問い合わせが

寄せられ、これらの問い合わせについて情報提供を行っ
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た。厚生労働省、人事院、財務省、大学関係者及び大学

生、高校生、外国人などの施設見学者に対して説明およ

びバイオセーフティについての解説を行った。 

［高木弘隆、篠原克明、山崎利雄、伊木繁雄、原田俊彦、

河合康洋、棚林清］ 

 

III. 研究所一般公開 

 研究所の一般公開 (戸山庁舎: 平成 28 年 10 月 1 日、

村山庁舎: 平成 28 年 7 月 30 日) が開催され、バイオセ

ーフティラボ体験と手洗い実習の二つの企画を実施した。

戸山庁舎でのラボ体験では、バイオセーフティについて

の説明、PPE の試着及び脱ぎ方の説明、実機を用いた安

全キャビネットの機能説明、簡易グローブボックスでの

模擬検査の体験、及びオートクレーブ及び BSL4 実験室

模型の展示などを行った。昨年度の企画内容に加え、エ

アラインスーツ試着時に送風機でスーツ内に空気を送る

ことで実際の着用に近い状況を体験していただいた。は

手洗い実習では蛍光性汚れモデルを手に塗った後に手洗

いを行ってもらい、最後に UV ランプ下で自分の手洗い

が十分できているかどうかを確認していただいた。 

昨年度より村山庁舎でも開催され、戸山と同じくラボ

体験と手洗い実習の二つの企画を実施した。ラボ体験は

スペースの関係上安全キャビネットの設置はできなかっ

たが、その他は戸山と同様の展示、体験企画を行った。

夏休み期間ということで、小さな子供には子供向け防災

服 (つなぎ) を着てピペット操作に挑戦し楽しんでいた

だけた。両庁舎とも多くの方に来場いただき、バイオセ

ーフティの実際を体験していただくことができた。 

［原田俊彦、伊木繁雄、河合康洋、山本明彦、山﨑利雄、

棚林清、広報委員会］ 

 

IV. 管理データベースシステムの改良とホームページ

管理 

病原体等の所持規制の対象である特定病原体等 (感染

症法)及び監視伝染病病原体 (家畜伝染病予防法) 、さら

に規制対象外の BSL3 病原体等体等と、それらの取扱者、

及び取扱実験室の相互関係を明示できるデータベースシ

ステムの構築を行い運営している。今年度はこれらの情

報から取扱者ごとの病原体等及び取扱実験室を出力し、

これを基に次年度の病原体等取扱申請及び実験室使用願

を管理室で作成して取扱者には内容の確認をしてもらう

ことで、取扱者に自身の登録状況をあらためて把握して

もらい、かつ負担が軽減するようなシステムに変更した。

ホームページ管理では、情報の拡充を図り、各種情報の

リニューアル、アップデートした内容をよりわかりやす

く掲載した。 

［中西三季、原田俊彦、河合康洋、倉文明、棚林清］ 

 

V.  包装責任者、病原体等輸送品の確認業務 

感染研へゆうパックを用いて発送される病原体等の発

送元の梱包担当者へ遵守事項等の確認を依頼し、確認の

済んだ者を感染研への梱包責任者とした。また、感染研

から発送される病原体等の輸送品が、適切に梱包されて

いるかチェックシート等を用いた確認業務を行った。 

［高木弘隆、伊木繁雄、原田俊彦、河合康洋、山崎利雄、

山本明彦、倉文明、棚林 清］ 
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